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あらまし：小学校教員を対象に，授業において実物投影機を活用する意図について調査したところ，403

名の回答を得た．このうち，実物投影機を教室に常設し，かつ 1日 1回以上活用している教員 269名の回

答を分析対象とした．その結果，教員が実感している実物投影機の活用の効果は，「説明等の理解の促進」

がもっとも高く，続いて「準備の手間の軽減」，「説明等の時間短縮」の順であることが示された． 
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1. はじめに 

 文部科学省（1）によれば，平成 24年 3月の時点で

全国の公立学校に，電子黒板が 73,377台，実物投影

機が125,679台導入されていることが示されている．

特に，実物投影機は平成 21 年 3 月からの 3 年間で

66,474 台増加しており，急速に普通教室への整備が

進んでいる． 

 野中ら（2）は，ICTを日常的に活用している学校の

教員に対してインタビュー調査を実施し，ほぼ全て

の教員が「大きくわかりやすく見せることができる」

というメリットを感じていることを示した．しかし

ながら，大きく映すことのさらに詳細な効果は明ら

かになっていない． 

 そこで本研究では，教員が実感している実物投影

機の活用の効果を明らかにするため，「停電や異動等

で活用できなくなった場合を想定」し，「どのような

点が困りますか」という尋ね方で，教員が実物投影

機を活用する意図について調査することとした．  

 

 

2. 調査 

2.1 調査内容 

 フェイスシートでは，①回答者の属性（性別，教

員歴，担当学年），②実物投影機の設置状況（選択肢：

常設，学年やフロアで共有，その他），③実物投影機

の活用頻度（選択肢：月 1 回程度，週 1 回程度，2

日に 1 授業程度，ほぼ毎日，1 日 2 授業程度，ほぼ

毎時間）について調査した． 

 本質問では，実物投影機が無かった場合にどのよ

うな点が困るかについて調査した． 

「教室で日常的に活用している実物投影機が，停電

や異動等で活用できなくなった場合を想定します．

このようなとき，以下のような各場面でみなさんは

どのような点が困りますか」という問いかけをした． 

その際に提示した場面は，（1）教員が教科書等の内

容を説明する場面，（2）教員が作業の手順を指示す

る場面，（3）教員がノートの書き方を指導する場面，

（4）教員が教科書の文や図表等を題材として発問し

て考えを促す場面，（5）児童が自分の考えを発表す

る場面，の 5つであった． 
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2.2  調査方法 

 全国各地の教員が参加する教育関係のメーリング

リストを通じ，調査協力者を募ったところ，小学校

教員 403 名の協力を得た．電子メールの添付ファイ

ルとして Word で作成された調査用紙を送付し，回

収した．調査期間は平成 24 年 10 月 15 日～22 日で

あった． 

 

3. 結果 

3.1 分析対象の絞り込み 

 403 名の小学校教員のうち，実物投影機を 1 日 1

回以上活用している教員は，「ほぼ毎時間（112名）」，

「1 日 2 授業程度（55 名）」，「ほぼ毎日（112 名）」

の合計 279 名であった．この 279 名のうち，実物投

影機が教室に常設されていたのは 269名であった． 

 

3.2 全ての自由記述の分類 

 得られた全ての記述を，類似した記述ごとに分類

したところ，A「説明時間の短縮」，B「説明の理解

のしやすさ」，C「準備の手間の軽減」の 3つに集約

された。それぞれを教員と児童の 2 つに分け，6 つ

に記述を分類した．以下に各カテゴリに分類された

記述例を示す． 

A-1）教員による説明時間の短縮（285件） 

「教科書のどの部分の話しているのか分かりにくい」

「説明する言葉が長くなる」等 

A-2）児童による説明時間の短縮（36件） 

「発表が即座にできなくなる」等 

B-1）教員による説明の理解のしやすさ（933件） 

「具体的なものが示せなくなり伝わりにくくなる」 

「指示・説明が不明確になる」等 

B-2）児童による説明の理解のしやすさ（206件） 

「児童の思考の流れが，他の児童に伝わりにくい」

「ココと指し示しながらの説明がしにくい」等 

C-1）教員による準備の手間の軽減（337件） 

「事前に拡大コピーやプリントの用意が必要になる」 

「教材づくりが大変」等 

C-2）児童による準備の手間の軽減（104件） 

「ノートに書いたことを再度，黒板や画用紙等に書

くのに手間がかかる」等 

 

3.3 5 つの授業場面での自由記述の分類 

5 つの授業場面での自由記述を 6 つのカテゴリに

分類したところ，説明等の理解の促進が 1901 文中

1139文と最も多く，準備の手間の軽減が 441文，説

明等の時間短縮が 321文であった（表 1）． 

 

4. おわりに 

 本研究では，教員が実物投影機を活用する意図に

ついて調査した．その結果，教員が実感している実

物投影機の活用の効果は，「説明等の理解の促進」が

もっとも高く，続いて「準備の手間の軽減」，「説明

等の時間短縮」の順であることが示された． 
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A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2

(1) 教員が教科書等の内容を説明する場面 92 0 290 1 92 0

(2) 教員が作業の手順を指示する場面 96 0 219 1 38 0
(3) 教員がノートの書き方を指導する場面 68 1 219 0 80 0
(4) 教員が教科書の文や図表等を題材として発問して考えを促す場面 27 0 203 2 117 1
(5) 児童が自分の考えを発表する場面 2 35 2 202 10 103

285 36 933 206 337 104

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　効果
　　　設定場面

時間短縮 理解促進 準備軽減

合計
321 1139 441

表 1 自由記述のカテゴリ別カウント 
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